
Title 限界生産力説における若干の問題点
Sub Title Some problems in the theory of marginal productivity
Author 鈴木, 諒一

Publisher 慶應義塾経済学会
Publication year 1953

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.46, No.2 (1953. 3) ,p.179(23)- 197(41) 
JaLC DOI 10.14991/001.19530301-0023
Abstract
Notes 論説
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19530301-

0023

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


,

•

晋

學

鑫

誌

第

四

十

六

卷」

噙
三
號
' 

:

、

V
'

.

ヽ
' 

;.
ス

• 

■ 

/ 

•
. 

ニ
、ゴ

、

a
,

七
八>

、
ら
，れ

^
<
1
-
朝
目
亂
8

「

日
本
經
濟
新
聞」

ニ
八
年
.
1
,
1
月
ナ
六
'礼
朝
邗
參
照
^.
:

 

/
. 

•
,

?

•

、
 

, 

:

ノ 

■,

^ ^
■'
^

■

: i
v:
-

.

.

巧̂
み̂

:だ
^

妓

ド「

經
濟
の
韋
事
化
卜
は
議
會
- ^
お

け

る

政

府9

答
辯
が
空
處
に
'な

れ

ば

な

る

啟

: ^
、'
1
.の
：̂

§

^

現
實
に
.は

ど

んV

ん
進
行
し
て
い
：
 

る
。
脉
政
投
資
が
重
點
部
門
に
；出
さ
，れ
る
か
ら
今
ま
.で
の
H
銀
貸
出
V
Cオ
，1
バ
ー

•
’ロ
ー
ン〕

は
囘
收
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
ぅ
こ
と
に 

V
な
り
、
‘そ
や
日
離
©
食

出

し

方

針

，は
ゲ
ガ
田
！
|
诚
に
，よ4

ば
、
.
'

(

一
^

鐵

鋼

>-
,電

カ

1>
若

炭

，，肥
料
等
を>

 
後

r

重
點
，產

業」

，
と
し
て
そ 

,

の
；
助

成

的

盡

を

，
强

化

ず

る

，
こ

と

0

0

;

そ
の
他
の
.
'
1
%
要
不
急
產
業」

ヒ

對
し
て
は
融
資
を
さ

ら

に

引

締

め

る

ご

と
0

0

貿
易
商
®
 

等
/「

優
良
.商
社
4
を

育

成

し

そ

0
「

盤
理」

.

)

を
促
進
す
る
£
と
等
に
中
心
が
お
か
机
る
と
傳
4-
ら
れ
る
、<「

東
京
新
閗j 

ニ
八
年11ぶ

十
二
日 

ぎ

。

、

ぃ
'
 

:
ノ

;
、

く 

：
心
ノ 

,

';
:
, 

'

\
ン

'
/ 

:

ン
 

‘
 

：

I

'.'
V
••'
.
.
. 

-

.•
;i-
'
.'.
■
,
-
.
.
.

1.
.
.
.
’
...

L.
'-'
.

•

,
..»
,
' 

-
-
•
•
V 

.

.'

.

. 

-
. 

'

■•
'
:
-
.
-
■
->
•
-:,
•
-
:
:■
.
.•.
•
.
. 

.
•
•
•
-
-
.
.

->
.

■
-
•
 

.

.
.■
*•■
. 

.

.

.

.:
•
'
.
.
.
. 

J
-
.
.

..

..?
:•
..'
•
_
.
.

」

. 

-
- 

.
:
.
.

•■
-I
.,-
.
.
: 

. 

.

.

.

.
•
: 

.

...V.

:.;

. 

- 

<
»

へ.
.
.
.
.

>-
:•;
■-
-、，
. 

：
. 

. 

• 

V
, 

.

.

.

■•
.
.
.
.
.

'i
..
 
,,-./•
«-
.

-

.、
•广 
<

嘗
て
の
‘戰

爭
冲
9
よ
ぅ
に
重
點
產
業
が
國
防
基
礎
產
業
と
な
り
‘ヽ
*•
<
民
需
産
業
を
.「

'不
要
}

f
;
#
、

產
業」

，と
よ
ぬ
日
が
近
く
な
い
と
誰
れ
が
ぐ 

、斷
ー
瓦
し
免
よ
づ
か
。
獨
占
的
系
列
に
入
り
得
な
い4

小
寶
本
の
み
な
ら
ず
大
寶
木
ま
で
が
.、
優
、良
な
ら
ざ
，る
企
業
と
じ
て
盤
理
さ
れ
、
平

.
 

-
 

V
 

-
 

I 

*
 

*
 

-
 

^
 

グ

•
 

ジ

.

和
询
民
需
唑
產
べ
の
徹
資
は
ま
す
ま
す
た
ネ
切
ら
れ
る
と
い
ぅ
方
向
ガ
は
じ
ま
ゲ
つ
つ
あ
る
よ
ぅ
に
底
わ
れ
る
。
中
小
金
融
の
.壓
迫
、
，
中 

，小
^
業
の
危
機
，の
德
刻
化
は
、
-
ま
さ
に
.が
か
る
政
策
に
，よ
つ
，

H

推
進
、さ
れ
は
‘じ
め
て
い
^ ,
の
で
あ
る
。
‘
、
，
 

;

,

、

c

p

g

v

中
小
工
業
危
讽
の
.實
態
と
し
て
次
ぎ
に

(

ーー.
>
,戰
後
に
お
9 -
,
る
下
請
關
係
の
變
化
\

下
請
支
拂
.
遲
鄉
間
題
等
忙
現
れ
て
い
る
_生
產
關
係
の
暫
造 

的
變
化
を
，述
べ
、

さ
ら
に
S

U

獨
占
と
，中
小
工
業
と
の
關
係
、

つ
ま
、り
ゲ
ロ
あ
’
全
鸫
濟
構
造
の
中
に
お
け
る
中
小
エ
業
危
機
の
特
質
を
述
べ
、(

四)

 

最
後
忙
こ
:̂

1

に
¥

る

申

ル

企

業

自

身

の

運

び
K

總
評
の
-
最
俾
賃
金
鬪
茕
等
に
み
ら
れ
る
勞
働
者
階
級
.
か
ら
の
危
機
に
，對
す
る
動
き
を
述
べ 

、

.

打
開
の
方
向
を
.
論
ず
る
豫
定
で
あ
る
。

\
 

ノ

'
 

.

_ 

>

當
初
.
の
プ
ラ
ン
ょ
り
も
意
外
比
第
ー
，窜
'
で
紙
數
を
費
し
，た
た
め
こ
れ
を
±

篇
と
、し
て
-
1
ま
ず
筆
を
，
ぉ
く
と
と
士
し
/

追
っ
て
續
篇
を
書
く
つ
も
り
で

限

界

生

産

力

說

に

お

け

る

若

干

0

、
，
問

題

點

：

鈴

木

諒

.

■

 

•

序

、
：

：

、

 

. 

ぐ

す

-

•

..

..

.

 

.■

'-
 

.

.

. 

-L-
'

 

メ
 

-

 -

 -

 .

 

•

 -

 ■

 ■

.
 

y 
:
 

.

.

-
 
,
 

. 

J

 :

 

..

..

 

-

, 

/ 

* 

,

1

 

4
 

- 

( 

V 

„ 

、* 

1 

* 

'
 

■ 

, 

- 

■

% ,

旧
'

の

微

視

的

經

濟
»

論

の

呻

核

を

な

し

で

ゐ

る

限

#

敦

用

均

等.の

法

則

並.

び
^

限

界

，生

產

ヵ

均

等

め

法

則

说

、

V

オ

ン

、
•

ヮ

ル

ラ

ス
 

以

來

、
S

,

は
V

自

明
'

の
.

现

と

な

っ'

て

き

て

ゐ

る

。

所

謂

，A
g

g
r

e
g

a
t

i
o

n

 

•

を
行
に
も
こ
の
原

.

理
f

對

す

る

，反

省

は

餘

り

，見

ら

れ

な

か
 

っ

た

。

ク

ヌI

ト

，

ゥ

ィ

ク

セ

、
ル

に

ょ

っ

て

貨

幣

ヴ

•
ェ

ー

ル

觀

の

排

除

が

生

張

ざ

.

れ
‘

た

後

に

ぉ

い

て

も

尙

、

こ

の

'

法

則

の#

正

が

試

み

ら
.

 

れ

る

こ

と1

殆

ん

ど

，

^

く
\

實

祭

面

へ

，
の

適

用

に

際

し

で

も

限

界

生

產

カ

氣

を

援

用

し

た

，
、そ

グ

，
テ

，
ス

函

數

が

'

屢

々

現

實
0 *
資

料

に

適

用

さ
 

れ

て

ゐ

る

。

し

か

し

，な

が

ら

、
，

_

ダ

グ

ラ

ス

函
‘

數

の
-

た

と

ゴ

之

の

和

が
1

に

な

，
0

ず〈

限

界

生

產

：

R

說

の

そ

の.

ま
k

の

妥

當

性

は

否

定

さ

れ
 

各

こ

と

が

少

ぐ

な

，
い

。

し

か

も

何

故

に

こ

の

，や

^

f

事

，
態

が

起

る

か
‘

に
.

っ

い

て

の

經

濟

學

的

港

察

は

殆

ん

ど

與

へ

'ら

れ

て

ゐ

な

い

。

勿

論
 

そ

の
’

趣

由

と

，
し

て

，數

多

ぐ

の

事

柄

を

あ

げ

る

こ

と

が

で

.

き

る

で

あ

ら
i

が

い

本

稿

に

お

い

'

て

ば

、

そ̂

^

の

中

、

こ

、

三

の

.
も

の

を

と

り
 

上

げ

て

見

た
•

い
。

，

'

 

■

 

'

 

•

,

:

 

' 

'
へ

■ 

\

 

1

 

<

 

.

' 

ノ
!

•

 
•

,

、
,

界
生
庫
力
說
に
ぉ
ホ
る
若
干
の
間
題
點
：

，
丨 

，

：

> 

、、

：

' 

二

三

(
I

七
九〕

!ト
I
|/
h.

I'
I.
fi；

r

i、f 
i .

I：
*i，̂

i

r
I；
lr-
I'

i;
ね
!;•
I-
I:
r
：

p
!：
r'
r

I：

I



' 

•
: -

三
田
學
;#
雜

声

第

四

+
六

卷

第

ヨ

號

’ 

' 

-

-

' 

,

、
 

L1

四

、
一
八
0)

、 

冰
論
に
_人
名
に
先
立
.つ
て
、
限
界
效
用
均
等
の
法
則
が
何
故
に
現
在
の
如
き
形
を
と
1
に
至
つ
'た
か
を
一
瞥
し
ょ
ぅ
。
效
弔
i
減
^
則

•
I
f 

- 

• 

.
* 

- 

.

•

•

.

.

.

.
 

-
V 

. 

. * 

. 

« 

. 

.

ず，

.

-

.

.

i 

• 

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

 ̂

. 

*

の
發
見
者
の
一
人
で
あ
る
秤
.

8.,ジ

ヱ

ヴ

分
ン
ス
は
、

效
用
は
財
の
，固
有
の
質
で
は
な
く
て
、'
人
間
の
側
か
ら
見
た
場
合
の
そ
め
»

の
狀
.

•

態
で
あ
る
と
考
え
る
。
M
し
て
、
あ
る
財
を
所
有
す
る
こ
と
に
.ょ
つ
て
獲
得
す
る
^
！§

效
用
と
、
あ
る
特
定
の
單
位
‘の

有

す

る

效

用(

限
，へ
 

把

::
:
#愈

; ®
^

■

_

ぃ
■

為

を

持

つ

て

ゐ

る

.0
併
し
、
十
分
な
る
供
給
が
保
障
タ
れ
た
'後
に
.は
、
そ
れ
以
上
の
附
加
量
は
ど
ぅ
で
も
ょ
い
こ
と
に
な
る
。

ジ
、H

ヴ
ォ
ン
ス 

• v
.

;

®、m

®

^

难̂
限
■
激
痛 

_
の
«
紙
■

:1
£

» :
择
篆
_
輝
た
め
* ;
«

を
«

^ :
^
'^
^

出
と
す
れ
ば
、

aj
.

が
A
單
位
だ
け
變
化
し
.た
と
き
の
效
用
の
變
化
は
▲

を
、以
て
表
わ
さ
れ
る
。
そ

こ

で

▲
I

A
を
以
て
效
用
度
と
定
義
す 

-
れ
ば
、
限
界
敛
用は

.！
j-l 

a
}

な
る
0-

.

 

‘

へ
.

-

,
 

.

——

親

讓

ネ

货

.ォ

髮

翁

^

を

保}

^
■

」

^

に

_
;
'0
_

_

裏

讓

垂' «
濟

_

養

味

_

_

_

^

,
:
:
:
:
翁

纖

響

_

高
.,
.

|
衡

用

麗

: 1
_

馨

撖

«

,

鸡

_

讓

#

_

_

^

^

間
の
交
换
比
率
は
、
交
換
後
，に
利
用
し
得
る
こ
加
等
，の
財
の
限
界
效
用
の
比
率
と
孜
比
例
す
る
こ
.と
に
な
る
。~
こ
.の
こ
と
は
數
學
的
に
.次

.、：“

.
}
の

：祿

に

藤

開

漆

親

膏

-:
;
ぃ
：-;
-
'
:
^
':
::
;
ゾ
#

;
-「

：.
.
_

參

：
1
翁

^

第

ボ

_

«

_

曹

^

丧

換

前

§

澌

«

* ;
-
を
^;

. f

、 

' 

*

d
y

 

1
 

$g-
l

5

I
 

务

3 

■

d
x
l

 

i

 

—
l

^
¥

r
:

‘

■

.

.

.

.'

…
..

.

.

......

.

.

.

.:
8

. 

.

/

..

あ
る
ど
す
れ
ば
、
同
一
の
瞬
間
に
お
い
て
は
、
.同
一
の
財
の
呪
て
の
部
分
は
同
’じ
：比
率
を
以
て
交
換
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
.い
。
從
っ
て
限
界

」

：？

-:
,:

:
:
ぜ
：瓿

分

€>
;
:贫

1

:
纖

_
勤

^

 

パ
：一

こ
と
に
な
る
。

し
か
も
しJ

の
法
則
は
ヮ
ル
ラ
ス
に
ょ
つ
てJ

.般
均
，衡
論
に
ま
で
發
展
せ
し
め
.ち
れ
、
更
に
生
産
財
に
も
適
用
さ
れ
て
限
界

V'
.
:ぢ

：

へ 

_

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

,

■
 

/ 

,

/'
.: 
一：：::
:
'
.
.
：:
:へ.
.
.

(.：.

へ

.
:
'
:
ン
詹
::
:
,
-

」

'盡

.

$ 

ノ
奪
ヌ 

,

.

 

i 

'
、
 

，

.;
、

.
：

.

へ
，シ

■
备

_

ヵ
.齡
陶
雜
_

箄

^
^

る
。

A
 
*
マ
ー

シ
ァ
ル
は
そ
の
著p

r
i
n
c
i
p
l
e
s
,

 o
f

 

E
c
o
n
o
m
i
c
s

 

•に
お
い
て
、「

原
則
と
し
て
貨
猶
の
限
#
效
用
は
穀
物
市
場
に
.お
け
る

ー
'
'
:
:
へ
('
'
'
'
'
:狼

抑

取

# ;
り
_

動

1>
,
:
.
_

_

^

_

^

舀

已

(0
:

消
費
用
と
し
.て
何
物
か
.を
質
ぅ
場
合
に
.は
、

/投
に
そ
の
全
資
カ
の
微
小
部
分
を
ご
れ
に
獎
す
に
過
ぎ
办
い
。
從
っ
•て
貨
幣
の
限

.....

. 

•
 

. • 

... 

• - 

.

.

.

. 

-

<

-

.

. 

.

,

. 

• 

• 

: 

• 

.

敗
敦
甩
■
漏
■

變

循

. 

る
0
,眩
が
初
め
に
不
利
な
地
位
に
立
っ
て
安
い
曼
金
で
勞
働
を
賣
る
な
ら
ば
、•、貨
幣
の
限
界
效
用
は
依
然
と
し
て
大
き
く
、
依
然
安
い
賛

' 

-
i 

r 

.

-.1

. 

■■ 

T 

- 

* 

: 

, 

.
‘ 

- 

* 

-• 

: 

. 

- 

. 

■、

ぼ

：
汝

：
ぶ

ー

瘦

:̂
"

典

セ

努1 |
.:
_

_

^

/
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
財
の
«

入
者
の
立
場
に
立
0
て
も
多
量
の
財
を
ま
と
办
ボ
購
人
す
る
際
に
は
ヽ
亂
様
に
貨
胳
の
限
界
效
用
の
可
變
蚀
を

•

.
考
墩
す
べ
き
で
あ
る
。

ジ
ヱ
ヴ
ォ
，ン
ス
も
同
趣
旨
の
說
明
をr

經
濟
學
の
理
；

i
t
f

に
お
い
で
與
ベ
て
ゐ
る
。
•假

に

5

田
豪
が
午
前
に
+'
萬

.

.

,
 

,

,
 

' 

.

，へ
 

\

 

• 

, 

• •

•

-

.

. 

鹹
界
生
產
カ
說
に
，お
け
る
若
干
，、の
問
題
點 

.

•

.
 

ニ
.五

(
一

八
一)

.

.

-
 

_ 

.... 

.. 

... 

■

'■..'
' 

.

.

.
'
.
.
.
.
.
. 

.... 

. 

.

.

.
:
. 

. 

..... 

.
> 

.

.

.

. 

. 

- 

• 

... 

' 

:
.

■'
...
. 

.

.

.

. 

.

.

. 

.
-
-
.

メ;1
'
'
.
' 

.

.

. 

. 

.... 

. 

‘ 

■ 

■ 

: 

- 

I 

, 

‘
'

.

.
 
.'-
 
.
 

-'V
.
.
: 

• 

.

.

.

. 

.

:•
'
,••
-;■
: 

.. 

, 

ノ
 

. 

.... 
'.
■
'•
.
*■
 

.■'

.
 

. 

.

.

. 

.

.

. 

.

.

. 

....
 > 

.- 

- 

.

';:レ-.

-

,
.
.
. 

i
.
-
' 

-

-

ブ
-
•
• 

....

.

. 

- 

:

.

ぐ-

.•
 

.

.

.

.

. 

I,
: 

■
•
 

• 

• 

. .■-

.
 

. 

.

.一

,-
截

辑

へ

..，〕

賴

："
'1:
燃
認
»

窺

_

_

:簾
ー
_

藤
_
額
^

 ̂

i

f
 

I

r

r

l

l

i

f

n

i'
l

l
 

l

i

l

^

i

l

i

l

l

L

F

I

i

 

t
me



, 

' 
,1!1

田
學
會
雜
餘
背
西
十
六
卷
、
第li

一
號
'

、

' 

パ

、

，

'

,

:
 

.
 

i

Mハ

：

C

マ
八
ニ >

_

-

ポ
ン
ド
、を
公
廣
に
絶
じ
た
と
す
れ
ば
、
午
後
忆
同
，じ
價
格
で
取
引
が
綠
返
さ
れ
る
こ
と
汰
冼
づ
無
、い
と
茇
っ
て
ょ
い
。

一
定
の
職
間
に
お

'
'

，
；
• 

•

••.
:
.
:
.
••
'
、
.
.
、
• 

. 

:
: 

.

.

. 

•

■‘/,
■,'
■

•'
•■■
•
.
- 

•. 

v

;'
•
-,̂
'
.-•
•
:
.
•*
• 

.
-'
“
.，
>.
>
•
•
•
.
. 

- 

”

•:
<
'v-
,
*,!
.
-
.
,
.
.

パ'.

'
,.
t
J.j
.
'- 

.■
/}.'ノ：；
 

'
.-:
•
. 

-
.
.
.
.
.
.
. 

.

•'
.
•
•
•;
>
.
.
. 

..... 

'■
•
-
-
ぐ-?
” 

.;•
.'
.
V
-
. 
:
'•
:
V.5
r+
 

. 

'f

.;
-
-
J
. 
.... 
'r•:
'

•

_
. 

.. 

..,.
>•:
’• .
. 

-
V 

,

••

け

る

«
財
と
-噌
財
の
交
換
比
'串
は
；|
と
办
め
比
，率
に
‘ょ
っ
弋
定
ま
る
も
の
で
あ
^

.°
-

‘靜

; ®
的
に
考
ベ
て
無
差
別
の
法
則
が
成
立
す
る
と
•き 

の
み
、
限
界
交
換
比
率
七
平
均
交
换
坊
雖
と
は
一
、
致
す
る
の
で
’あ
る
。

」

.

i

 

こ
の
様
に
貨
幣
の
限
#
效
風
办
可
變
性
は
早
く
か
ら
，注
目
さ
れ
て
ゐ
.た
と
こ
ろ
で
あ
.る
が
ヽ
舳
1

别
の
法
則
を
>

り
人
れ
た
た
め
に
こ 

か
趣
^

は
第
體
的
な
實
を
結
ぶ
に
至
ら
な
か
っ
た
。
'事
實
、
消
費
者
均
衡
を
問
題
と
す
る
限
り
、
所
得
の
大
部
分
，を

r

財
に
費
す
可
能
性

.... 

:
:

•:
-
.
,
■/
■
■..
.
.
.

 - 

...... 

,
'

•>
••
.
.-'
'
• 

.

.

.

.

.

.
;
ン

-,
.
.--
*
-
.
..
'
ハ
-
.
.
.
•
.
.

!-
.
.
.
.
•/
•
'
.ン

：

- 

:
.
;
.
v

.:
/
. 

.

.
'
v
.
v 

.

v-
:
.
"
, 

' 

' 

.

.

.

. 

.

•;
I 

...... 

... 

V

'.
*
.... 

.

••
/
.
-
.
. 

.
'
一
-
：
.
.
-
-
.
. 

.
- 

.
,
v

;.-
...
 

.•'

.••
A
:
-
'.
-..
5.
. 

•
..
•

'

•

.V

--••
?

ハ
.：
'
?
-
, 

•
'
,

:•
.• 

:
v
v

-:
.-
•
•
，
ハ
-.
.
• 

......-;
•
.
、-.
•;
•
'ン，

' 

•
•-
.

は
比
較
的
少
，な
い
か
ら
、
餘
り
と
の
問
題
は
重
要
で
は
.な
い
か
.も
知
れ
な
.い
。
け
れ
ど
も
、
企
業
の
場
合
に
は
、
そ
'の
資
金
の
秕
當
に
大 

き
い
部
分
を
夫
々
數
種
韻
の
生
産
財
に
投
ず
る
可
能
性
が
少
く
な
い
。
從
づ
て
貨
幣
の
限
界
效
用
の
可
變
性
を
劳
慮
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な 

.
い
ッ
こ
の
三
と
は
爯
に
參
ニ
の
簞
要
が
結
論
を
導
く
。

ヮ
ル
ラ
ス
の
，一
般
均
衡
論
に
杈
い
て
は
■物

‘々
交
換
に
、ょ
.る
■交
換
此
率
わ
間
接
交
換 

に
ょ
る
交
換
比
率
と
は
一
致
す
る
。
•間
接
交
換
は
凌
換
の
本
質
に
影
響
を
輿
へ
て
ば
な
ら
な
い
と
}

K

ぅ
貨
幣
ヴ
ェ
丨
'
.ル
觀
は
こ
の
.貨
幣
の 

限
界
效
用
不
變
土
茇
ラ
假
定
の
-中
か
ら
出
て
く
る
の
で
あ
る
。今

！：！
、

の
經
濟
に
お
い
て
、は
物
々
'交
換
は
•例
外
で
お
り
、-
第
ミ
#
目
の
財
と 

第
ゴ
番
目
の
財
の
限
界
代
替
^

に
っ
'い
て
考
へ
る
と
一
一<

 
ぅ
こ
と
-は
消
費
者
の
，be

h
a
v
i
o
r
.

と
し
て
當
を
得
た
も
の
と
は
思
は
'れ
な
い
。
消

-

: 

- 

. 

• 

■ 

• 

- 

- 

.
-
-
J
r
.
.
- 

. 

.

.

.

.

.

. 

- 

.

.

.

. 

. 

.•..画,
-
,
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

丨• 

- 

■ 

■

'.
, 一

■:‘
-

-•
«■
'
-
_
-
.
. 

-

;

«
替

は

期

裏

祀

懸

^

_
记

0;
購
太
' ^
名
財
：疆

^ :
っ
：越

種

_

兔

_

讓
_

久
て
_

&

^

^

:ン
.る
起
#

の
；
- «
還

顧

界

效

用

碰

扔

_
'
:
_
'
1
:
:
:
ー
：
#

貝

ー

通

兔

購

天

翁

前
提
と
し
た
場
合
の
限
^
敗
用
均
等
の
法
則
は
重
大
な
修
正
.を
受
け
る
。

狗
等
に
な
る
.ベ
.き
も
の
は
•ゃ
番
目
の
財
を
購
人
す
る
と
.き
の
7 

赉
目
の
財
ひ
阪
界
效
用
と
そ
れ
に
、對
應
す
る
貨
幣
の
_

界
效
用
で
あ
っ
て
、
J
番
目
に
購
人
す
る
財
の
限
界
效
用
は
こ
れ
と
等
し
く
な

，

/ 
■.
パ-.
\ 

-
V
- 

■ 

■ 

>■ 

......

■
へ
'、
.、
.
.
.
.
-パ
■ 

.... 

. 

■

■'
■. 

. 
.... 

V 

. 

、
- 

,

ら
な
い
。

-
,

•
-

.

-

,
 

< 

丨
：

、；：；：「

'か
.X

U

X、パ
.第
メ
：番
目
本
か
第

今
や
財
の
購
入
の
噴
序
を
示
す
記
號
と
な
る
。
'從
來
の
考
ぇ
方
で
、は
例
へ
ば
米
を
購
人
し
た
後

1
甘
藷
冷
購
人
し
て
も
、

乂
之
と
逆
の
順 

序
で
臃
人
を
行
っ
て
も
ノ
消
費
笤
の
得
る
總
效
用
は
相
等
し
い
も
の
上
考
へ
ら
れ
て
ゐ
た
が
袞
は
V

、
均
衡
理
論
は
數
學
に
お
け
る
0

1

丨 

srn
a
t
i
o
n

、の
考
へ
方
に
對
應
す
る
も
の

■.で
あ
づ
た
。
•わ

れ

く

は

こ

の

：
考
へ
'
方

を

棄

，て

\ 

p
e
n
i
m
t
a
t
i
o
n
、

の
荠
へ
方
に
對
應
す
る
一 

勝

I

般
蚱
な
均

‘衡
理
論
に
接
近
し
ょ

3
と
す
る
も
の
で
あ
る

。，•

■•
.

,
 

’

今
、
財

1

2
 

0
^

:

:

外
の
價
格
を
厂
1
ら

.：
：
^
、
購

人

量

を

^ 1
4

丨

：
5
|と
.し
'、
貨
幣
所
得
を
沉
、
貯
蓄
を
^

と
す
る
。
ik
r
'は
む
と
^
 

と
^
合
計
と
し
、
51
は
.

と
&

の
合
計
と
考
へ
、

以
下
同
様
に
考
へ
ふ
。
⑴
式
に
ょ
っ
て
購
入
の
順
、序
が
與
へ
ら
れ
る
？
卽
ち
、 

M
=
M
H
"
p
2y

-十S
i

 

ニ 

- 

」

■ 

, 

• 

V 

r 

/
 

,

02
2
=
系
 

h

-

p

^

2

+

^

. 

. 
、 

、
：

ノ 

, 

■ 

.

.

.

.

:

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

(

1

.

G

.

!

‘̂

十

^
'
' J 

广

,

‘
 
'
 

.

' 

’

f

バ

，

M

H

M

P

I

&
 

.

.

..

.

.

.

.

.

.

,…
…

./…
…

"
.
.
ハ
.
.
.
C

1K))

.

' 

へ-
-
.
.
.
-

ハ-
■
■ 

■
■ 

. 

. 

.

■
.
-バ
 

广■..*
.
V 

- 

-
•
.

■■
.
. 

-- --■-■'： 

\ 

.

.

.-:
■■ 

. 

- 

-
.
.
. 

.. 

■:

■

火

證

_

: 1
遲

_
究

馨

_

_

承

顏

这

頻

顏

f

虞

誠

^

i

 

1

0

 

…

ぶ

…

.

：

：

‘

…
…

.

.

.

.

.

.

.

…

：

…

：

：

”; i
.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

O

S

.̂
«

A

で
あ
る
。
‘
從
つ
て

.

d
S
,

y 
.

.

.

.

.

.:；..

.

.

.…
…

.

.

..…
…

…
…

：
：

：

…
c
l
r
a

へ
：r
?i
'
^
.へ 

,

■

動

■
漏

贏

：

■

繼

_

 

, 

,
■,
- 

, 

*
* 

.

限
界
坐
庳
カ
說
に
お
け
，る

若

干

の

問

題

點

，

ニ

七

1(

1
八
三)

.
K
:
'
':
>
.r-
.
;s
;'.
'
;
-
:
.
v
.
:

v.
-
>.
'
,si
k



三
田
學
.會
雜
誌
第
四
十
，六
卷
■•第

三

號

’ 

、

”
 

ノ

ノ

'

’
 

,

•
,、
 

し
'

ニ V

 

(

1

A四)

.

t 

- 

X 

1

'

f

…

，.

…
…

：
1
.

…
…

：
：
：
：

…
…

：::…

：…

l'
f

:

…

：1

9

?
 ; 

. 

•

• 

. 

, 

, 

, 

* 

, 

• 

- 

- 

-.
 
-
 

-r
 

.

.

.

.
-

叉
、

a?
"
を
餘
く
ル
に
對
し
て
は
マ
^
 

n

o...
(
1
.
6
)

と
假
定
す
る
こ
と
が
で
き

る

。
- 2
ば
修
正
さ
れ
た
形
の
收
支
均
等
方
程
式
で
あ

養

_

_

也

暴

代

證

董

證

顔

滕

謹

&

1.
6
式
を
瘸
張
解
釋
し
て
.

^

^

=
0
…

…
…

C
1
.C3
と
お
く
こ
と
が
で
き
る
。.
，更
而
災
の
ヴ
ェ
么
ト
ル
:4
を
免
々
尤
5?
で
表
せ
ば
、

抓
费 

笤

の

纖

效

用

は

A

x

b

と
お
く
こ
と
が
で
き
石
。
W

を
最
大
に
ず
る
様
に
队
を
定
め
る
も
の
と
す
れ
ば
、H

は
而
の
函
數
で
あ
る
か

ら
、
X

.

.

.

,

.

.

、

.

.

へ

•

ゾ

,

f 

.. 

- 

.

.

V 

........
 

.. 

. 

:•
• 

. 

.

ノ-'
.
.
. 
、-
.
.
.
へ:

.
- 

.

.

.
'

ニノ.
：
.
：
'
- 

.

.

.

.

.

 

.

.

.

.

.

.

.

d
u

 

. d
u

 

.

o>
u 

丨 
d
oo
i 

I
6
>
g
、

丨

.

dii 

ノ

!

) 

.

,

貧

，

<2
y

f
 

J

.
< x
>
s
i 

i

 

貧

.

^
 
d

F

J

 

............

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
o

-

.

s

パ

xlr/ . 

- 

V
—
>
■ 

. 

■ 

- 

V
- 

- 

…

-
I 

- 

. 

m
 
J

1.
式
を
條
件
式
と
し
て
1*
8
式

^ -
極
大
に
し
ょ
ぅ
と
す
る
と
き
に
は
ラ
グ
.ラ
ン
ジ
の
乘
歡
を
ん
と
す
れ
ば
、

. 

d

u

r
•
丨 

d
u

 

\

 

,
丨

■

• 

3

Q>
^

ノ

ン

—

 

. 

,

…

：
.
，
•

…
…

..
.

.

.

..■:…

：…

.

.

.

.:{…

：(

1
ら
し

が U

 

?
 

, 

4

:s
f

 

.

'
>>
1

3

.

 

M

n

s
 

^
 

:

l y
_

.

^

^

r

'

' 

f 

J

Q>
s

,
\s
r 
会
ミ
す
 

*

j 

.へ̂.

.
■

へ
.
.
.
''
;
.
V
 

:
.:
,
:;;
'
:'
;'
:

^

"

 ̂

-

.X

. 

ノ-v
.
. 

.

.

.

:■
■
'

.■-
->
;;
;
. 

へ.
.
. 

/.
'

'•;
:
 

ベ
 

V

;.:

■■
:
'
-
. 

V

. 

一'
：-
:：v
- v
-s
.
.
.
. 

.

一.
'

丨F

ン 
p

ll
p

p

w

:l
l
.

.

.

..
....................

.

.

.

g
、l=

w
、2

=

.

.

.

.产

.

^

CH
rv
^
ff
^

,
v
':.
:
.■

)

，.■*
.
.
.

■
■ 

.■
,
 

-
V
- .
 

.
V
.
'
' 

- 

... 

.
:
.
■パ.
.
■
.
:■ 

ぐ
.
"
V 

'■
■>
'
.
■■
.
“
. 

> 

■.
■ 

■ 

-

;.
パ：
n-
....

n

…

：
! :…

…
…

=

冲

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

…

：
：

？
i
l
)

.と
な
る
。

.1
1
式
は
從
來
導
か
れ
て
ゐ
た
限
界
效
用
均
等
の
法
則
を
示
す
方
程
式
で
あ
る
が
、
h

れ

に

は

前

述

の

如

き

條

件

.が
必
要
で
あ

紀

論

用

ー

蜜

_
 性 

_

1 :
1

雜

：證

: 1
.

1 ^
1 ;
議

0
^
^
^
^
^

龙
は
交
換
の
本
質
を
變
化
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
，更
に
財
と
財
の
限
#

代
替
^

と
云
ぅ
V

CO
'
は
^

へ
ら
A
な
い
か
ら
、

9

,
o 

と
お
く
均
等
武
は
.成立
し，

ない
。只
：

ぞ

^

艺
と
お
く
こ
と
は
'で
き
よ
ぅ
。

こ
の
こ
と
か
ら
安 

定
の
條
件
を
求
め
る
と
、

• 

. 

.
 

.

■

.
 

, 

•

p . .

茅ま
I*.09

Co

公 %

,
9
s

)

な
る
條
件
が
凡
て
の
財
に
つ
い
て
成
立
す
る
必
要
が
あ
る
。

. 

‘

ご 

/

i '
,

'

勝

■:族
^
>
式̂
K
佴
_
0
:墓
繼s

^

&場
乾
に
：
i
そ
れ
ほ
轉
s ;

敷
_
ば
な
：

1/
-

\

_

•と
す
れ
ば
、

10) ,

x

.:-
(

を
生
產
要
素
、
p,
^
p a

.
を
そ
れ
價
格
と
し
、
ギ

.

.
に
樹
し
て
.支
出
さ
れ
る
貨
幣
を
脱
财
別

.
•1
式
に
對
應
す
名
式
^
し
て
、

a

.
 

，

■

ン

d
Q穿

m
J

 

H

秦

T

響

9
1
«

を
得
る
。

こ
\
に

Q

は
當
該 ，
生
產
要
素
で
な
い
別
の
生
產
要
素
を
雕 ， 

入 
し一 
たで 
場- 
合 • 
に . 
得 
.ら 
れ 
る 
と
考
.ベ..
ら 

，れ 
•る
Q
の
量

資
金‘
の

一

一

九(
一

八
五)

|



〕

-.
;
.:■
;-
-
.-'
:
.
'
フ

ry
.,-
:
.
-
-
-;
.n'
'
;<
;'
.
>r'
:-
'̂
-.
-''
Jv.」

:-
v
;:-
'
.vr
.-■
.ぐ 

v
.
,

.*

.
,
^
p
.-
•
:l'
:
-;;
lvr
,•
•
•
;
.
v

s-
v-
て

〉

パ：

：

.

、

.'
*-'
.
 

,
-
:.
-
.'v
>:
w
•>
> 

.

.:
v-
.
-
v

V'

'.';

-パ
'
-!
'-
-1
:
.
.
'

;-
: .

•

.
ド
V
.
.
. 

:
.
っ
に

;7
..:
-
'
，

. 

.. 

.

,

\

H

田

學

#

雜

詩

第

四

，
十

六

卷

,
#
三

號

f
/
7 

-

/'
、 

< 

^

ん

.

ノ 

: 

s 
?

Jl
、
u、
ン

■:
.

「
ぐ
"
.•
 

. 

- 

-
?
-

..
■.
.
.

 

/ 

.

.

. 

: 

- 

- 

* 

.. 

- 

.
-
V
, 

.. 

... 

.

.

.
I
-
:
.
.
. 

. 

v
:
':
v
. 

- 

.

-
.
.

へ：
.
.
.
.
.
.
. 
;■ 

.■■

.

. 

し-

-
•
•
.
■-■*
 

■■
-.r
 

:
>
’
.
-

',
■•■
>
. 

.

.

. 

. 

. 

V
-
.
: 

.

■

,

.

- 

.

.

.

.

.

法
在
的
生
產
；

R

と
も
一K

ぅ
べ
ぎ
馬Q

,

で
あ
る
。
換
言
す
.れ
ば
、
へ
あ
る
生
產
.要
素
の
'限
界
.生
産
力
と
.そ
の
.價
袼
と
が
單
純
に
比
例
す
る
と

こ 

ろ
に
均
衡
が
成
立
す
る
の
'で
‘は
な
ぐ
て
、
資
金
办
潜
在
的
限
界
生
產
カ
’と

袞

ぅ

割

引

要

蒙

つ

い

て

ゐ

る

こ

と

に

な

る

o
’こ
の
場
合Q

?

は 

• 

丨

M

，ハ
保
賓
資
金
の
變
化
B

の

一

次

の

同

次

麗

£

る
。

. 

:

又
、

p

f
 

0
-+
p

^

+

i

^
-+…

…

i

，で
あ
る
が
G

、p
e
p

心
|

§

=

0
‘と
な
る
パ
舲
が
0
*に
比
例
す
る
も
の
.と
し
て
、

暴

と

お

く

こ

と

が

で

き

れ

ば

、
、
ず

，̂

^

と
な
つ
て
'
入
は
•次
期
へ
の
‘繰
越
金(

坐

產

物

•一
 

取
位
當
り
の〕

を
惙
格
か
ら
差
引
い
た

も
の
の
逆
數
と
な
る
。

こ
の
，値

を

,-
1
式
に
代
入
す
れ
ば
、
-
备
生
產
要
;秦
の
限
|

ぎ

カ

と

價

格

|

係
が
與
え
ら
れ
る
0

こ
の
關
係
は
從

來

0 d

論
に
お
-> 
て

說

か

れ

て

ゐ

た

靈

理

^
0ゆ
稍
々
異
つ
た
形
の
も
の
.
1
な
る
。I 

4式
を
導
く
た
め
に
假
定
し
た
第
抑
对

1
關
a

る
1

幣
と
Q>
財
の
限
界
代
替
率
零
と
一
言
假
毙
を
撒
去
す
る
と
、

.1
1

式
の
各
項
目
中
.特

に

第

^ (
鞒
目
の
財
に
つ
い
て
は
、ー

"

^

S

+
列

な

る

■
係
が
成
，立
す
る
こ
と
に
な
り
、
右

邊

Q
® (
ニ

項
が
加
は
る
だ
け
霖
效
用
均
等
の
法
則
に
相
當
む
る
方
程 

式
が
著
し
く
觀
雜
に
众
I
。

•

」 

/

 

.

麵

獨

逃

■

劫
嫌
敗
,

疆

：ー

〉

.电

_

備
_

满

邊

|
遲

難

邊

漏

:1
:

^

:姐
_

:

^

_

隱

通

|'
€

|

^

|
 
論
通
_
剩

麵

裏

: *
1 :
*

# :
皆

_
觀
特
® ;

い
。
元
ょ
り
ン
こ
の
問
題
は
第
一
の
問
題
の
樣
に
限
界
生
産
力
1

の
根
本
_
修
正
に
は
な
ら
な
い
が
、

ニ
應
次
の
や
ぅ
な
展
開
■

み
ら

れ
る

。

，

•.、

-
'

.«
:•、
、-

 

ノ

/

ソ

•

 

• 

，、

• 

i

^
■v
v ^
_

#
'.
.
o_

_

^

m̂

_

_

^

.& :
_
m

^

_
'«
*
®-
tK
-
'M ;
.̂

®
^;
ft
^

^

、
、:̂
;

假
定
す
る
。

こ
の
關
係
は
、
纪
n

i

A

m

^

^

^

o

…

：
' A
1

.

1

S

'
へ

：

.

■

 

. 

.

■■
■

，つ-

.

»

-
■•
.
'
. 

,

.

*

..
■:
.
•■
■■■
;

•■■
:;
'

*

u-,
-
.
-
.
:'
'
-
-
.
'

'■
.
.V'
'
-'
:
■.
,
:.
.
'ズ'

0

,--
.
-:
.
-:
-
-
- 

.
' 

;
'

:-
-

,-
'

.:
-:
-:
.V
;

;;
-*.
,

. 

>

..

. 

.

..

.
.•
.

'
.■
-

.
':
*

..
,;
'
. 

;

'

••
:

•

-.:
m

 

.

.

.

.

.

.

.■
:

.■

■.

.-■

.
-
.
.
.
. 

V...

■:■
■
■
一

 

.
'ハ.

.

.

。
で

：
表

ば

1

«

奋

。
：
：
が

が

滅

«

^

と
^

梂

福

財

£
塞

1

_

_に
掘
代
用
脉
泠
«
係

が

埭

芘

裏

ほ

^

つ
い
て
劳
へ
れ
ば
、

な
-る
關
係
が
成
立
す
る
。

义
、：，p

a
=
p

も
ゼ
i

^

+

p

^

=

c

^

+

m

^

>

,

+

F

^

.

と
な
る
。

こ
の

1

ゾ 

V
 

i

 

ノ 

4

4
 

I

V
 

—

 

3

0
 

7

、

y 

k

b

/

t
 

j

/

, 

/

、
一

 

j

 

、
ノ

 

7
 \ 

—

 

H

i
 

マ

r 

—

1

,

1
 
b 

* 

:

<

l
 u

< 

* 

1 

-

 

J
,

 

* 

«

こ
と
か
ら
、

の
及
び
2/
の
限
界
坐
產
カ
と
«

格
，の
||
'
係
を
求
め
る
と
7 

.

f

f

-

 

\
 

• 

V
; 

‘

レ
な
る
關
係
が
成
立
す
る
。
ン
' 

■ 

' 

.

•
•
:
-
•
•
' 

.

.

.

-■
>リ>
.V'
-
'
,
.
.

へ'-.
-
.
.
•:
•、
パ.

■;
 

, 

- 

A
-
-
J
, 

.. 

• 

'

.'

.

.
-
.
へ：-'
.
.
:
.
-/
:.. 

5
.
. 

.

■.
,

:::

..ン-

.....
 
.
.
.
.
.
.
/
;

:■
■
.
V'
-
'-1
;
'
. 

.:■
■•
.
 

、

.一.ぺ

.

.

.

.

. 

.V 

>:■
/
. 

' 

... 

V. 

. 

... 

.
一
 

-

、v
.
r 

.

••
;
•
. 

, 

V 

.

.
;■
■'
.
.

 

. 

>
!
.
, 
■■
■
;
.
.
 

-■•
.
.
:

,

'
'
ノ

 

.

'

,

•

'

 

. 

.

‘

-

■

 

- 

■ 
.
. 

-
•
',
. 

- 

.

.

. 

.

.

.

■ 

; ,:....
 

-
-
:■
、
 

- .-f
 

-
.
.
.
.

ぐ-..
.
'
.

■

:■
>> 

■■
■
 

.

.

.
1 

.

.

. 

:

ノ;

..
*.
1
' : 
、

:

. 

:
:
:
.

--
:
'
'
:'
.,
ン
.

.

へ
ぐ

...■:
■■:
'
 

. 

v
.
.
i

::
-

V
.
:
-
::
... 

v
:
\

:,
:'-
..
'
* 

- U
V
-
/
V
V,
-

.
 

•
+
:
. ■'
,'
-
:
'
v
ぐ
、
、
-v

:.
:
v
. 

. 

V 

-

•*
:■
■
■'
 

.

.
■■
' 

-

ニ
,
.
、
. 

.
‘ 

,
 

v_'

.

.

.

.

.

.

.

.

• 

• 

V 

.

.

.

.*
•
'',
■.、
； 5
 

:

.
 

.. 

....... 

.... 

,
ゾ
' 

.

.

....-

.f-

.
-
.
,
.
:
.
. 

.、

.
： 

. 

. 

..

.

. 

•
.
.
.
.
.
.

 

'■•:
,
 

..•、- 

..
 

.
 +
•
•
'

 
.
•
:

 

-
 V*-

--'-..

.

. 

••
.
• 

. ..
 

... 

.
'
.
-
:
•
>

:s
. 

;
:
、
... 

.

.

.

. 

V 

.

.

.

.

.

.

. 

‘
 
-:

■ 

.

.

.

.

.

.

. 

- 

- 

.

«

-

 

I 

. 

.

/

-

.

•

•

.

.

.

.

.
 

-- 

:
•
•
•
-
. 

:■ 

. 

.

.

. 

. 

. 

.-

、
’

,
次
の
間
題
は
不
完
全
競
带
の
存
在
で
あ
る
。

こ
の
問
題
は
^.
.グ
ラ
ス
函
數
に
繫
名
重
要
問
，題
で
あ
-る
，
,0
レ
オ
ン
•
ヮ
ル
ラ
.ス
の
限
界
生

.し. 一©
意
一

)

鼠
划
說
：靡

^

_
靈

_
論

紫

^
^
^

’

、ダ
グ
ラ
‘k

ば
、
そ

の

箸「

賃
金
論」

(

ブ
九
三
四
年)

に
，お
い
て
、

ヮ
ル
ラ
ス
の
限
#
生
産
力
說
を
統
訃
資
料
と
結
合
，す
る
こ
と
に
よ
つ

-
.
.
.
.
.
:
-
-
-
/ 

-

:

.

 

...V 

•
こ
.

■■
■
■:•
;
.
.
.

■..
... 

.

.
い

;'
へ
：
-

-
V
-
.
-
-
.
.
.
- 

V
-
V
.
. 

. 

--.■..•-
ノ
 

:
>
.
■■
. 

- ,-v,.
 

二...
 

.
■-
,

,
-

.

.

.

て
、
生
產
函
數
の
形
を
具
體
的
に
確
定
し
‘、
且
つ
ど
の
こ
と
.に

-よ
，-つ
'て
、
分
配
問
題
の
實
際
的
解
決
，に

一

•
つ

の

光

明

を

與

え

よ

ぅ

と

し

，
.

資
本
を
0

、
生
產
量
を
尸
ど
し
，た
場
合
に
、
三
者
め
間
に
は
’次
の
樣
な
關
係
が
見
出
さ
れ
S
。

•…

：
a
.
l

)

,

•
こ
の
式
を
變
龄
し
て
、

‘ 

：

,

'

ン

‘ン

;

v 

.

 

/

•

: 

, 

、

■

’ 

- 

、

! 

i
o
tr
q
p
=
l
o
^
+
7
c
l
o

(3
f
q
L
+

(

l
l
s
1
0
tr
q
o
d
.

.

.
ベ…

.
-
.

.

…

：A
2
.
2

)

"' 
、
 

•

•/
,

.

.
界
生
庫
カ
說
に
お
け
る
葙
干
の
問
嚴
點- 

,

-L
I ニ 

(
一

八
七)

,

;■
‘

 

•
.

-■ 

• 

•
パ

：

- 

.

..ノ 

: 

、

,

/

 

/
 

:

,

:

,

v

 

r

 

\

 

^

 

パ
、

.

’

l

i
II
li
_

趣

疆

圖

i

®

«il
_

*
觀1

1
1
1
®

!!
犠
^



.

H

田
學
會
雜
誌
，
禽

四

十

六

卷

き

〒
號

.

.人

.

.

.

\

,
 
• 

•
 „

ン

三

.
(

I

八
八)

と

な

る

。'

VI
の
式
か
ら
た
と
，(

1

I

Sを
求
め
る
と
、 

-

-
.
厂

.

‘ 

：
• 

， 

■

• 

y
,1

丨 
k

"

a >
r i

♦

V I

.

.

.

..

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

r

:

:
Q -

w >〕

と
な
り
、

こ
'の

兩

-;
^

を

加

~
る
と
歸
屬
の
療
理
を
示
す
方
程
式
が
得
ら
れ
る
9
た
■は
勞
働
に
關
す
る
資
本
の
‘偏
彈
カ
性
と
云
ぅ
意
，味
で
の

生
產
力
を
示
す
。
'
.
、/'
. 

.

.

.

.

. 

■ 

' 

. 

•

'

•
 

■
 

,
 

^
 

*
 

'
 

/

 

.
 

<
 

>
 

.
 

;

と
感
勘
 _

_

a

f

?

l

i

l t
_

_

l

l

通

 

_
_

織
 _

_

應

^

I

S

Q

增
5

示
け
わ
け
.

^

^
か
ら
1
勞
等
の
腺
界
蠢
ヵ
を
示
す
0.
.限
2

產

ヵ

說

に

在

ば

、
こ
れ
は
勞
賃
.て

等

し

ぃ

。
從
つ
て
、

卜

.

.麵

: !
—

1

義

疆

 

_

: 1
发
_

,

1

|

1霧

■

載

載

街

;1
:
1

::

1

_

| |
|
;獲

_

_

_

«

_

«
嘗
1 :
&

_

_

|

_

■•
;
v

:

s

w③
着
ー
■

 

V

謙

l
o
g

 
叫

=
l
o
s
+
a
o
g
^
~

.

.
,
.
.
:

(

2
.
4

)
、
 

，！ 

： 

■

と
お
い
て
針
箅
す
る
方
が
便
利
で
あ
る
。'
更
に
⑷
式
か
ら
近
似
値
と
し
て
、 

.

.

.

■

か 

.

.
:
.
:

(

2
.
5

)

 

'

と
し
て
I

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

l
o
g
-
^

に
對
す
る
平
均
霊
に
項
の
數
を
掛
け
た
，̂
の
で
あ
る
。

:

奪
；

(

l

^ I
p

l

と

達

_

:1
1 :

.
1 :

顏

^

力

を

た

と

(

I

V S

で
表
は
し
得V

一
般
に
は
、，

p

"

m

Q

…

<

2

6

な

る

關

係

が

成

立

す

る
r

f

.4
=1
リ

と

管

こ

と

'

_

ぜ
、_

署

_

 讓

薩

1

に

顏

聽

羅

.：l

.

_

M :
:
_

l :
:

::
i

M

1
0
 

旳
^
=
含
 

l
o
g

 
?

々
M

1
0
 的
卜
+

i

^

l

o
o q
o

、

-

M

i

o的 p
.
l
o
g
.
L
:
=
l
o
g
:
?
>
M
i
o
g
L
+
^
M
a
o
g
L
)
H
-
i
M
-
l
o
g
N
*
o
g

'o' 

,

M

l
o
g

 

a

i

 "
0Ml

o
g

o
+
や 

M
 

l
o
g

 

n
土
 

M
 

(
l
o
g

 

s

.

.

メ
 

.... 

- 

- 

t 

..... 

. 

- 

• 

- 

•
-
-
•
•
• 

- 

■ 

- 

. 

.

'

, 

.. 

■ 

- 

- 

• 

.

.

.

. 

.
，
.
.
.
. 

：
. 

.

.

. 

\

尨
る
公
武
が
：ら
评
®

を
求
.
办

名

_

译

が

■

き

名

®

- ®
上

最

水

自

の

^

眞

在
し
だ
い
場
合
に
は
へJ.

の
'公
式
を
使
用
•で
き
な
い
。
.
緻
營
合
理
化
が
推
し
進
め
ら
れ
て
0

と
ム
の
使
用
さ
れ
る
割
合
が
著
し
く
異
な
っ
て 

ゐ
る
場
合
と
か
、
收
益
の
遞
減
夂
は
遞
增
の
度
合
が
著
し
く
大
き
い
場
合
に
は
、

こ
め
計
算
法
を
適
用
す
る
し
と
は
困
難
で
あ
る
，。
經
營 

M

模
别
の
«

刺

衣

使

用

.;
*

叙
睽S

變
ー〗

聲

：9
:場
ど
#

.0
:
場

货

楝

艰

と

で

療

使

灸

纖

合

漸

著

し

龙

異

欢

嘮 

.处
を
^

っ
贫
ぁ
ズ
の
；_

を
算
出
^

で
：見

，
^
龙
0

^
意

味

0

.'
無

い

芯
'€
:: 

i

.

1

1

1

の
問
題
が
あ
る
。
時
系
列
の
資
料
に
お
い
.て
は
通
例
は
坐
產
指
數
が
使
用
さ
れ
る
が
、
■
こ
の
理
論
で
一
方
ぅ
>.
、
こ

ろ

の

^

は

純

生

產

額

で

あ
 

っ
て
總
生
産
額
で
は
な
い
か
ら
1
所
得
率
が
一
定
な
る
場
合
に
の
み
生
產
指
數
を
使
用
す
る
こ
と
が
許
さ
，れ
る
。
C

に
っ
い
て
は
、
企
業

.
.
.

--
 

.

 

--.

/*
■

>

 
-

 ■

 
•

 .

 

-

 .
.
.

 

:

i

«
•
•
.'
-
,
.
, 

' 

• 

• 

• 

I
: 

- 

. 

' 

- 

■
'
 

•
-
.
. 

>

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

,:

.
-
- 

.

,

の
狒
込
資
本
を
生
產
財
物
價
指
數
で
除
し
た
も
の
を
ど
る
べ
き
だ
と
沄
ぅ
意
見
が
あ
る
。
け
.れ
ど
も
、

こ
の
，中
に
は
勞
働
者
を
屈
用
す
る 

た
め
の
資
本
が
含
ま
れ
て
ゐ
る
か
ら
、適

當

で

な

い

C

P
の
場
合
と
同
様
、
拂
，込
资
本
總
額
に
對
す
る
賃
金
支
拂
總
額
の
此
率
が
一
定
な
る 

と
き
に
の
み
、
拂
込
資
本
額
•を
使
用
す
る
こ
と
も
認
め
ら
木
る
。〕

：
ダ
グ
■ラ
ス
が
計
箅
を
行
っ
た
際
に
.は
、
.含
衆
國
の
工
業
に
っ
い
て
は

固
：定
費
-

^
也
_

釙

し

泼

使

甩

, ^
康
^ ;
:

;

又

ゼ
- 7
'

»

ヤ

办

場

僉

陳

歷

傷

>
§
輸
入
高
、
_

_

_

•
/•
V 

ゾ
•
.
.
.
-
/

.

.

.

.

.

.

. 

-
V
. 

f 

I 

.
 

■•
-

:

' 

.

. 

•/
•

-

I 

!
•
' 

.

.

.

. 

. 

.

.

.

. 

.

'■
•

. 

.

. 

.

. 

. 

.

•'
,
.•
'

び
，

•

*.
.

.

 

-
:
.
.
. 

V
':
.
.
'
*-
.
••
.
、

. 

.

.

.

.

.

. 

. 

'

.

ニ
.
-
.
.
'
.
'
.
.
.
'
.
.
'
.
.

'
.
.
.
-
.
.
.

‘

. 

.

. 

,

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

•

く
'
.
. 

. 

' 

.

.

>|
, 

.

..〕

,.
*;
.
.
.
.
. 

.

.
«
•
•
•

■.
 

-
V
I
.
-

ご
'-
. 

.

.

. 

.

.

. 

.

.

.

.

」

<■
r
v 

.

.

. 

.

.

•:
.
.
*
■'
.
• 

.

.

.
へ>...... 

•
- 

.

r:
.
,:>
•
•
*
. 

”

■>
/
: 

'

.

.

.

.

.

.

.

. 

.
V
.
.
. 

.

.
'

.V
'

.

.

.

.

. 

.

.

.
* 

..v- 

.:■
: 

•
» 

:
. 

. 

.
•

八
..
.:-
.
. 

.
•:
•
-
•
.
.
. 

• 

•

' 

.

.

. 
ノ
.X
V
,
'
'

 

'

.

.

.

.广，......
 -

.

.

•

*.
.'

 -.I..

'

一
：
い

か
ら
、
，そ
の
產
業
に
使
用
さ
れ
て
，ゐ
る
凡
.て
の
種
類
の
資
本
を
と
る
.必
要
は
^ -
い
。

こ
、の
意
味
飞
ぞ
の
，産
業
.で
使
用
し
て
f

生

產

資

本

：
 

の
中
で
主
要
な
役
割
を
果
し
‘て
ゐ
る
も
.の
を
と
れ
ば
ょ
い
。
例
え
W
繊
維
工
業
に
お
い
で
は
錘
.の
數
を
と
り
、
■
製
造
工
業
装
お
い
て
は
馬
.

* /

限
界
生
庫
カ
諫
に
和
け
ざ
若
千
の
'亂
題
點
*
ン 

..
' 

:
二

ハ

'

,
 

/

 

.

彐

三

(
T

八
九>



L

90.0

94.0 

95.5 , 

96.6

100.0

日銀Y
指數ノ

馬力
0
萬
94
J4
1

64
?0
65

• 

, 

.
2

.

. 
s 

8 

4

,-

.

k
.
E學
'#
雜

誌

第

四

十

六

卷

、
第

三

號

■

こ

-

,
.,
.

: 

- 

.
f

v

 

.

三

四

'(
1

九c
r

 

.
 

カ
數
を
と
る
如
く
^

る
。 

•
: 

' 

■

前
，述
の
如
く
、
ダ
.グ

ラ

ス

震

を

潜

篏

め

る

た

め

'に
.は

、

I

f
 

l
o

g
p

1
0的P

の
相
關
度
が
相
當
，に
高
く
な
る
こ
と
が
必
要
で
あ

一_

_

_

_

_層

議

|

_

_

|

0

:

_

_

|

_

が

人

眷

難

い

た

芸

—

靈

が

あ

.が

ら

か

い

看

に

_
,
,

は
、
グ
ダ
，1ス
.ス
囷
數
を
そ
の
ま
X
當
篏
め
名
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
.。
拼
し
、
' 
三
者
の
間
の
相
關
度
扒
相
當
に
高
く
て
も
好
結
果
が
出
る

=、•と
は
限
ら
な
い
。

こ

ぶ

揭

げ

^J

大
正
十
一
年
ょ
.り
十
五
年
ま
で
の
日
本H

業
の
^

^
を
見
る
と
、
 

•
夫
.々

對
數
値
を
と
つ
.て
計
算
す
る
と
と
、
尸
と
1,
'は

〇

*
九
五
、
尸
と
0

は
？

九
八
、
ム
と
^

レ

%

"
: 1
_

_

麗

:;
«

汝

獲

务

_

_

也

嚴

* -
-

_
を
_

用

達

ん

％

.塞

®

義

減

讀

囊

_

_

M

き

 

g

h

•
き

 

g* 
市

/
c

M

t

l

o

g

fi£
M

」
i
o
g
-
^
」

l
o
r
c
'

M

b ,
l

o

g

o

*t \
l

o

^

pJ I
.

^

M

^

i

o
Gf
q

H

l \
l

o
o q
o

4

^

T

!

f

^

b

^

Q

^

r
-
-
-
-

-

-

-

-

-

-

-

な
る
ニ
式
か
ら
計
第
を
行
え
ば
、■

=々
0
.
6
1
,

 

y
=
r
o
.
5
1

と
好
結
果
を
得
る
。
但
し
^

記
號
太
、

-t
述

の
如
く〔

夫
々
■平
均
値
か
ら
の
偏
差
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
.

&については，
後に、

，

.

，、

,
,
M
N
O

的
^=

l
o
g
?
/
i
;
M
J
O

 

的！r

f

y- M
i

o

g

o

ム

、
 

、

力
ち
求
め
れ
ば
ょ
い
。
.

し
、
た
と
i

Q
和
が
1
以
外
の
値
を
I

と
き
t
は
、
古
典
的
限
界
'

產̂
カ
說
は
成
り
立
た
な
い
。

し
か
も
そ

$

- 1
:;
1

1

爾

-
證

1 :
::
;

1
1 :
;§
顏

_

1

:»
1

1

_

: 1
議

1

^

^

る

わ

れ

"
^
^
"
は
11
に
こ
の
函
數
に
動
態
的
な
^

味
を
賦
興
丄
な
小
れ
ば
な
ら
な
い
。

■

' 

. 

: 

’

高'

,p:
v

,
,2
:
:.0
w

.2
®

r
.5
:
M
m
: 

p

‘
61
65
71
72
85
古
指

:

::
-

:
;'
.:

ぃ
.

/
 

, 

/

I

A

年度

大正11 
12 
18 

14 

15,

:>;
-
女
£

3
の
和
が
;#
に
：な
耘
な
：い
袁
海
の
领
由
^

競
爭
を
前
提
と
し
て
ゐ
る
が
■、
現
赞
の
統
計
資
料
と
し
て
與
~
ら
れ
る
尸
と
/_
,
は
共
に
不
完
，全
歡
爭
の
中
か
ら
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
 

そ
れ
故
に
た
と
ゴ
の
和
が
1

に
だ
ら
'な
い
場
合
の
，經
‘濟
學
的
解
釋
を
不
.完
全
競
爭
.の
中
に
求
め
る
可
能
^

は
十
分
に
存
在
す
る
も
の
と
考

, 

, 

' 

. 

• 

(

註
1〕

へ
ら
れ
る
。
需
要
の
彈
カ
性
を
7
、
生
產
費
を
ぴ
と
す
れ
ば
、

ビ
グ
ゥ
に
ょ
れ
ば
、
次
の
關
係
式
が
成
立
す
る
。

：

.

.

>
-

(

T

^ l
-

j

p

=

c
、
.
ぃ
.
.
.
.(

8
.
1
〕

e

L
 7

V
1

 

■

-
:

球
は
.震

：靡
爾
力
胜
起
定
義
さ
爾
ヤ
あ
基
■

)

s
;c
.
::
v

m

^

^

度
パ
と
結
'

へ
.て
見
る
。

. 

•
‘ 

< 

■

T :
V

Q

=

Q

Q

K

P

も

十
y

J

y
 

屮
 p

o
z

.

.

.

.

..パ

.

.

.

.

..

.

.

.

.

.

....

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

：
…

.
(8

*2
)

与

- |
-

4
这

与

則

n

p

s鳥

伞

典

…

：…

.…
…

■
、

…

一
.
.
.…

(

ミ

〕

4
>

1

チ
あ
る
か
ら
、

/
<
1
,

卽
ち
各
生
產
耍
.素
の
'價
格
は
そ
の
限
界
生
產
力
ょ
り
•も
低
い
。

叉
、|

式
とf

式
と
を
組
合
せ
る
、と
、

.

•

-

"

V--- 

- 

:

-
.
:

■
' 

.

.へ.*
,
/
|
\
: 

- 

/
c
\

-
-
: 

•

-

*

十

子

*

1

…
…

•…

：

…
…

…
…
r

:

:

1

:
:パ
1

•
:
:
:

:
:
f

、 

；

_ 

，
限
界
生
庳
カ
說
に
お
け
る
若
千
の
問
題
點
，
 

• 

‘ 

. 
： 

一
 

\
 

三

五

a

九一
)

'

/
>.
•'
;
. 

ノ 
.

.

.

.

 

. 

..
 V

'

 

w

t

.

.

. 

•
-

•■
:

.-.'vv 

. 

.

.

.

.v'*':'

.̂.

'.-..

.-.

.-'.*

.''

..-:

..*
.

,
-

へ

*.
*

-
r
.
.
.

v,
v
.
v 

•

.
-
A 

'

..
*
、..
J

1

4

-

.

.

v

v

.

.

>
.
.
.
. 

. 

. 

J
+ 

.I

.

. 

.
、

.
,
- 

'
.

レ
.'
'
.
.
.
. 

(■
■

へ
.

.

-

-
1;
,
;ト

!•
.
.
. 

y.yr 

-

■•'

-•■* 

. 

_,
-
-
r
,
.
.

-J
H.v
7 

上--..

i
-

—

.

.
•
1
l
>
r

ド../...,.
.

-w
-1
~»
-f
c
.s-
'
r
-
.
.
3
,
.
-
-
.

3N
.
-
,
1
n

-.
-->
i=.
<
^
*
~t
5-
f 

:
-
M
-
.
1
-r

~.
~~.
TJ-
a
3 

-- 

i
l
^
s
s
—
.
s
.
m
e
t 

i

-.
'»-
r
r
l
Y
g
-
-
i
i

-c
=s
r-
-
.
ゴ
 

i
v 

:

=•
?
?
'
■>:■
<
? 

-
•-
■-5 

*

-Ifu-Jnm>Anl

»'ti.lrr-Trrt1gr_vfl-Tr.v-_--n

-~v-:v. 

■ 

>
-
L
i
-
i
F
-
h 

-
a
-
-
—
—
i 

-
J 

- 

^
-
-
3



.

.
- 

• 

\
-
.
.
.
.
-
.
-
v
- 

..

.，て.

.

.

, 

でく
 

. 

,
,
• 

.

.

.

. 

.

.

.

. 

V

,

,

,

.
三5

學
會
雑
，認

.第
'四
-十
六
卷
第
三
.號

：

-

. 

- 

■ 

’
 

三

六

(

|
九
ゴ)

.

ど
な
：つ
て
歸
屬
の
原
理
が
得
ら
れ
る
。V

在

產

要

讓

5

他

當

名

價

格

は

完

全

競

爭

の

« ,
合

ょ

り

も

相

歎

的

篇

い

が

、
雇
用
暈
の
增
加 

に
a

つ
て
そ
れ
，を
相
殺
し
歸
屬
の
原
班
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
，る
。

,

〕

’ 

. 

、

/

'

,

「

、
.

，
 

，

* 

- 

• 

• 

» 

> 
、
 

, 

I 

、
} 

.
-
.
.
.
-
•

!.
:
^
-
.
.
-
:

;-
-
.
- 

, 

. 

- 

•
.
.
.
.
.

ン：
、
-.I. 

.

次
に
パ
が
Q

の
，画

數P

な
い
とg

う
特
殊
の
假
定
を
捨
て
、
.
需
要
：̂
歡
は
Q

•の

値

如

，
何

に

ょ

つ

て

そ

の

'
傾

斜

を

異

に

す

，
^

と

云

う
 

一
^
 

ー
般
的
な
場
合
に
づ
い
て
省
へ
.て
見
ょ
う
0

こ
.の
場
合
、
8.
3
)式

队

次

の

如

'く

改

め

ら

れ

る

へ

■ 

'

八

' 

漆

)

：

ノ

〕

，
ベ

; :
.

パ

' :
.

'

. .
.

:

ン

.

：

：

» -
2

£
 

ネ

难

=
.癸

-

U

代

-

、

、

■

'

-

'

.、
 

：

'■ 

.
!

^

?

Y

f

 …
：..

.

.

.

.

.

.

.

.

f

 
.…

，

、 

r

マ
飞
シ
ャ
ル
疼
ょ
れ
ば
儇
袼
が
高
く
な
る
ほ
ハ
と
儒
要
め
彈
カ
性
は
大
き
く
な
る
。

こ
'の
こ
と
か
ら
、O

が
大
き
く
な
る
に
從
つ
て
；̂K

小 

さ
く
な
る
と
漪
へ
る
と
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
然

る

に

？̂
が

小

さ

く

な

，
れ

ば

パ

は

小

さ

く

な

る

。

そ

れ

故

，
に

Q
lv.
>f
と
.
な

る

に

從

つ
 

て
/z

i
N

と
考
へ
ら
れ
る
か
，ら
、

從
つ
て
び
は
負
と
な
，

P
、

パ
が
0
?の
函
數
で
‘な

い

場

合

に

比

べ

て

.
、
.
生

產

要

素

の

價

格

は

更

に
 

相

對

的

に

低

く

な

る

.0
叉
、
.

. 

* 

,

q
>
q

q
)
c
)
q
)
o
-
1 

:

’ 

'

,'
.

ぎ 

d
y

 

泛 

M
+
f
t 

;
.
:
:

广
|

;

,

讓

,
謝

遲

_

_

1 ,
! 1
證

1 :
1

1

動
,

、1 ;
1 .
如

類

驚

^

と
こ
ろ
で
こ
の
間
題
は
ダ
グ
ラ
■ス
函
數
と
い
か
.
•な
る
關
像
が
あ
る
，か
、

0;
を
勞
働
、
、

?/
を
資
本
と
す
れV

6
、

.
,

Q>
o

i?
•

 

0
 

v

 

ゝ

.

 

' 

す

則

*
0 [
~ 

て
|

ヵ
_ら

,

-

…
…

：
、
：
r
.
.

…
…

…

：

•
•ず

…

.

.

.

I

を

ぎ

こ
 

d
r

 

• 

く 

' 

- 

で
あ
る
。
8-
7

と
8*
6
か

ら

.

：
 

-

.
 

.
"
.

■

:

,

l

t h
,…

…

：

…

：
；…

…
…

…

、
.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

…
…

.

1

1

 

■

、
’

.と

な

る

,0
汉
が
，t
な

ら

ば

た

と

ぇ

の

和

，は
、

.
1を
越
へ
る
こ
と
に
.な
り
、
し
か
も
た
そ
9
.も
の
は
賃
金
所
得
の
占
め
.る
べ
き
割
合
を
示
す
指 

德
と
は
;̂
ら
ず
、
.(

1

+^ .
打
が
そ
の
指
標
と
な
る
。
が
く
し
て
、
-

0獨
^

の
存
在
そ
の
"も
の
ル
歸
屬
め
原
理
に
影
響
を
與
へ
る
こ
と
な 

く

、
0
?は

，0/
鉍
等
の
ー
次
の
同
次
函
數
と
な
つ
て
、
ダ
グ
ラ
ス
，の

印
+

i

H

lと 
一

K

ぅ
結
論
を
胤
す
も
の
.でほない占の度合と

.

一

磨

醫

奴

咖

_

_
載

勤

が

難

族

_

在
#

_
場
會
1

_

办

ぬ

寒

_
义
等
取』

_

^

結
論
を
坐
む
べ
き
經
濟
擧
的
說
明
が
-#
'

ら
れ
る
。
P
が
.大
、
褪
つ
.て
^

が
小
と
ル
る
に
つ
れ
て
パ
、
從
つ
て
び
.は
大
き
く
な
る
か
ら
、

び 

に
つ
い
.て
'も
亦
そ
の
値
が
大
き
く
な
る
。
郞
ち
限
界
生
’產
カ
と
生
產
要
素
の
價
格
と
の
乖
離
が
大
き
く
な
る
.0
.

丨
ホ
れ
ど
も
、
上
述
の
結
論
は
生
庳
係
數
を
平
均
的
に
定
義
:1
>
て

ゐ

，
て

限

界

的
-に
定
義
し
て
ゐ
な
い
。
限
界
生
産
費
は
'
,般
に
次
式
に
ょ
：
 

つ V

與

'へ
ら
れ
石
。

'

ノ
 

> 

. V

 

\

 

' 

I

.,
'

-

 

:

、

f

c
 

B
 

^
 

^

 

B
 

;
 

> 

;

 

、
 

■

• 

- 

'
ノ

ー

-

.

‘

-

從
つ
て
總
坐
產
費
は
最
適
生
產
韋
を
仏
と
す
れ
ば
、

V

,

/'
ふ

-
.
,
:

,

• 

I

, 

' 

•
 

. 

r

 

: 

' 

'

 

\

,

,

-

限
界
虫
_

カ
說
K

.
お
，け
令
若
干
の
間
題
! !
,
‘ 

/
 

•

/•
*

•

 

•

’

 

<

 

,

 

-
 

/

兰

七

-
(

一
九
三)

，
‘



.

 ̂

, 

, .'
 

;
/
:
r 

三

八

(
I

 

九
四)

,

I

 
上

！
！
^
f

 
一 

傘

?

•

'

パ

 

\

• 

‘ 

/
• 

:

」

°

V

 

-

匕
,0
:

. 

:
'(
/
; 

/
パ

.

し
か
し
生
產
係
數
を
こ
の
や
ぅ
に
定
義
し
て
も
最
終
的
結
論
と
しv

到
達
す
る
ど
こ
ろ
へ
は
先
の
結
論
と
同
じ
で
あ
る
。
卽
ち

’が 

r

 

f

n

 

寸

，

■

•

'
'
.
暴

'親

？

 

, 

,

-
 

, 

.

.

.

. 

.

.

.

. 

.

.
-
.
-
• 
:
.
•
:
•

■-
•
 

V 

■
-

と
な
っ
て
、'

I

式
と
同
一
の
或
が
得
ら
れ
る
か
ら
で
ぁ
る
。
； 

■ 

•

:

.

,
,

S
/ 
評

江

.

0
. 

p
ig§

. 

E
m
p
l
o
y
m
e
n
t

 
a
n
d

 E
q
u
i
l
i
b
r
i
u
m
,

 

2
n
d

 

e
d
i
t
i
o
n

 

1949, 

p
.

 

4
0

•ノ 

.

、

、

四 

，

：

' 

- 

、

■•
;
今
ま
で
■

た
と

こ
は̂
多
く
の
.富

调

商

を_

っ
，
が

、.■キ

のI,

例

^
し

：
て

彻

價

指

數

&

.

お

け

を

考

い

へ

て

見
^
ぅ
。
先
づ
彼
の
理
論
I
要
約
し
て
見
る
。
彼

は
M
e
a
s
u
r
i
i
i
g

 

o
f

 

m
a
r
g
i
n
a
l

 

u
t
i
l
i
t
y

な

る

馨

i

お
い
、て
、

貨
幣
の

雇
名
效
■

;©
幾

康

試

着

ほ

：■
f

J

lf ^
s

:働
■

如

費

腺

ん

影

■

ル
^

從
っ
て
、
貨
幣
の
限
界
效
用
VT
は
次
式
に
ょ
っ
て
與
へ
'ら
れ
る
。
.
冬

.

.

.Q

.
i

) 

' 

. 

'

'
、

.
,
-

m

:r
' m
费

者

o-
貨
*
所

. #
;

«

张̂
^ '
費
を
_

々
^

_

余
.ず
：：と

:'
-
>
#賢
服
# ;
:
燦 

1

h

丨

…

J

 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

f
…

：

：

I

ニ
-
に

.

V

;

;

.

: 

. 

V
.
V 

.
ゾ

.• 

^
 

.

.

.

.

.

う

,

-

'-
:
、

|
.-.
-

.

•

 

z

^

co
o

 

.

.

 

V

.
ぎ

き
 

P

S

名
 d

x

 

—
：

>

到

管

^
-
^

Jo

■•
1
)の
尸
の
代
り
.に
_‘(/
'.を
置
い
て
も
一
財
の
限
界
效
用
を
問
題
と
す
る
代
り
に
凡
て
の
財
の
卒
均
的
な
限
界
效
用
を
置
き
か
え
た
だ
计
で
あ

窗

攀

 

_

観

.

_

_

_
驚

、_

漏

_

揉

議

1

_

漏

#
^
^
^
^
^
^
 ̂

裏

じ
：，
：

ン
，
：
：
：
.

(

.
：

* 

. 

, 

;

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

•…
…

c

s
 

(

Q
,

 

' 

,
 

• 

'
 

.

,

4 .

1

4 .

8

か

ら

、

多

…
…

.…

.…
…

....

.：

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

(

t

4)

を
得
る
。

OJ
本
一
定
で
あ
る
か
^N

S

も
一
定
で
‘あ
り
、
■

炎=
c
o
n
s
t
.
x
w
(
r
)

と
な
る
。

こ
の
常
數
値
は
個
人
々
々
に
*ょ
つ
て
異

な
.

如
ら
巧
键
ん
間
^-
豪

が

崎

滿

賺

用

暫

版

輸

尤

袭

ト

贫

- ^
不
可
都
^
知

#

^

*

*'
:
•
:

*

暮

用

洗

滿

ヵ

«

の
.形
に
#

れ
ば
_
應

：
_

:

_

,

#

_

.
f

 
ボ

•
ず

：
：
.

.

.P

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

....

.(

S

、

,

、

.ー
で
知
^
;
:纖

^

:

*却
_

が
#

ぼ
^ .
れ
_
鍊
用
曲
龜
叹
個
ゼ
差
を
消
ま
で
^ :
>
石
基
戰
名
雅
論
が
背
|

じ
で
、
そ
の
高
さ
だ
け
が
異
な
る
と
一K

ぅ
前
.猫
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
於
a?
が
、
' 必
需
品
で
あ
る
場
合
に
は
こ
の
前
提
は
あ
る
程
度
ま
で
充

.

.

.
':■
■

.

;

.'

.

.

.

.

.

■•■
•
-
:
.
. 

*7:'

...

.

.(v... 

.

:.
■;■
'.
'/•
■
-■
.
.:;
■-
.■.
 

.■
■
-..パ、‘：

:-.
''•■
;•'.
■.■:
'
,
.:.
.
.r-
'-
:

.

.

.

.

. 

.

.

. 

.

.

ノ
勢
.'
.■:
,ぐ

.,
;■
■

■■
•
;
.
'.
.■.■.
.>/

■

さ
れ
て
ゐ
る
と
考
へ
得
る
で
あ
ら
ぅ
0
、
 

.

、
 

' 

- 

* 

e 

■ 

. 

.

以
上
の
#
え
方
か
ら
出
發
し
て
、
フ
5
ッ
シ
ユ

は

、

J
w
o
q
ci
&s
.fe
f
t 

.
m
e
t
h
o
d

な
る
方
法
に
ょ
つ

て

、

一
九
二
〇
年
七
月
か
ら
一
九
二
ニ
年
十
二
月
に
至
る

.

.

讲
助
の
歡
同
組
_

の
へ
統
始
課
が
振
_

レ

拉

:■

V
^ ;
务
砂
紙
0:
:
.紙
量
、ー_

# '
•

,
.€
>■« >

格
於
，
：̂
總
寶
上
^'
頟
_

« :
:
組
普
_

^

赛̂

ー

滅

也

計:̂
衝

戳

ネ

今

务

漬

输

弋
^
^
 ̂

”

商
店
ネ
炙
リ
の
砂
.
-

:

、
 

願
寶
«:
-
:£»
,於
_

_
垆

; ^
资
レ
也
# :
:

5:
3
浼

備

通

相

ー

鄴_

_

_
な
：廣 

.

.

.
表
に
揭
げ
る
策
な
資
料
が
得
ら
れ
る
。
こ
の
赘
料
に
つ
.い
て
»
汉
及
ぴ
デ
の
各
系
列
に

1
ヴ
て
、
三
ケ
'月
移
動
平
为
を
適
用
し
た
後
に
«
"
1
5
5
0
,
«
=
1
7
5
0
#

V 

, 

— 

、
 

■



1

三
用
學
會
雑
誌
第
四
十
.

1C

卷

第

三

號

' 

.

r

r「

' 

,

\ 

- 

\

四

〇

へ

一

，
九

r

ノ 

:
丨

等

に

费

應

す
^
き

弾

力

性

の-.
#
を

來

め

る

こ-i
が
'
き̂

る
0
例

^
^
、

校U
18I
6
"に

對

應

す

る«
ど
厂
の
値
を
求
め
。
こ
の
デ
と
仅
の
關
积
を

(

直
肖
座
舉
の 

上
ボ
目
盛
つ

T
,行

げ

ば

、
，
砂

糖

の

消

、
費

量

が

一

定

な

る

レ

き

に

〉

，
，そ

の

價

格
.の

變

化̂

ょ

つ

て

、
、
實

質

所

得

汎

ど

，
の

#
な
變
化
を
受
け
る
か
を
示
す
と
，と

ischの原資料の二部

r
:
87
6

87
4

i

s 0
7

s

22
6
‘
i
22
6

i

l
27
7
、

:v.
.
A

/:
V 

:

I'
:
. 

- 

•

,.
.
-
• 

-
.

•.
•
•
.
.
.
-
.

v

.:
v
v
.
'
.-
-
.'
.
-
.
. 
:
'■

■
.
,■
..<. 

- 

.

.

.

.

.

.
:
.
. 

; 

.. 

. 

. 

•
• 

•
- 

. 

V
i
-
-

:.
.

s

i

 

I1 U
5

:

 

w

.

s
 

1

11
8
1

I

 

§
74
2

79
4

83
7

01
8

i

22
8

16
2

l o

0

97
8

r

m i m

年 月  

920 6

結 果 • / 、表

10
IX
12

9 2 1 1

,

%

ベ

ぃ
 

^

il
;0
3 00 

7 

8
-

18
10
82
70
.

62
.

66
.

%

.2
8
'

が

で

き

，
る

。

鮮

述

-
の

如

ぐ
a

は
^*
'm

の
限
界
敫
用
にj 

，足
の
常
數
ゼ
掛
け
た
も
の
で
あ
る
-か
ら
、-
橫

軸

に?'
を

也

ノ 

，ノ
：
 

,
 

J

.

軸
把
«

を
と
つ
た
グ
ラ
，フ
を
，描
け
ば
、
そ
れ
が
-
貨
幣
の
：限

. 

.

.

.
-
.
.
.
'
-
.

.-

.

..-
-ぐ：
.
-

で
界
效
用
を
.常
數
倍
; 1
.

:

.

.

た
曲
線
を
描「

き
出
：す
..̂:
,

と
.は
_

ら
._か 

' 

' 

f 

,

'
で
あ
る
0
*こ
の
樣
な
構
想
に
ょ
-
.つ
.て
、
：炎
々
.
«
=

1
5
5
0
2

 

,

對

す

る

效

，用

曲

線

、

A
7
H
1
7
5
0

に
對
す
る
效
用
曲
線
、
等 

が
,

a年
面
上
に
描
か
れ
る
0
後
の
問
題
は
と
.れ
を
彈
力
.

.
3 0
o

 

o

 

-

、'
ハ
ニ.
，.
.
T
.
.
'
v
,

'

10
,
1

12
18
14
逢
の
形
に
換
算
す
-
る
だ
け
で
あ
る
。

(

フ
リ
ッ
シ
ュ
に
お

い
て
は
、
j

猶

々
9

値
k

對
應
し
て
何
本
も
.
の

靠
f

線
が
描
か
れ
る
が
、，
こ
れ
等
S

用
©

線
の
形
は
全
く
同一

マ
、
そ

軸

S

す
る
距
離
が
異
な 

る
の
み
で
あ
r

考
え
，；

て.
ゐ
る
。
從
'•

つ
て
弾
力
性
め
値
只
い
か
な
る
邮
線
k

對
し
て
4

し
く
な
る
。

)

か
く
レ
て
結
果
表
S

げ
裏
幣
の
限
思
效 

用
が
定
f

.

れ
、
货
質
所
得
の
増
加
と
と
も
に
> 7
及
び
奶
の
，値
が
減
.少
す
る
と
と
が
解
る

。

^
 

,

_

.-
L
.で
：■

v,
c

>
: »
_

'K
<.
m

_

_

l
 
が
^
時
.
t

%得
■

一,

：_
條
',
^

^

^

:
言

^
:
:獲

タ

廣

;1
:
:: «

:1
_
思

灰

顏

通

東

: ¥
方
：驟
1 ,
:
^
^
^

を
一
定
と
し
て
^

い
て
研
を
.
測
定
し
ょ
ぅ
と
す
る
先
9
方
法
义
.使
用
す
る
こ
と
ぱ
で
き
な
い
。

そ
こ
で
フ
リ
ッ
シ
ュ
は
'

 q
u
a
n
t
i
t
y
,

 v
a
r
i
a
t
i
o
n

 

日
容
1
1
0ュ
な
る
方
法
$:

案
出
す
る
。
實
質
所
得
?,

は
、

0£
-
と
«

の
面
數
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

從
つ
て
4-

4
式
、&

書
§

直
せ
ば
.、

5?{
r
,
(
a
,
a
o
}
=
a
w
o
)

 

時
點
1
£

ぃ
て
は
«

が

« 1
な
る
値
を
と
り
、
時

點

芝

お

い

て

は

a 2
な
る
値
を
と
る
と
す
れ
ば
、l

o
g

辱

，f

)
}

丨
i

f

 

{
r
(
a
l
)
}
=
l
o

Qfq
a

l
l

i
o

l

:

:̂
|

;

る
ガ
方
洚
は
淹
點
か
も
時
點
2,
.ぃ_

:

げ
：1

食
實
所
得(

の
*

_

1 :
;難

l
o

g
s

で
割
れ
ば
ハ
货
幣
の
^

界
效
用
の
彈
カ
性
、

き

&

0

1
 .l

o
s
l

 

J
l
o
g
a
e 

&
o

g
r

 

“
0

3
l
l
o
g
r
2

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
フ
リ
ブ
シ
ュ
は
、
こ
の
弾
力
性

'
 

の
値

は
、

r

 =

 /
^

*

な
る
所
得
に
對
應
す
る
値
だ
と
す
る
の
で
あ
る
。
彼
は
こ
の
方
法
を
速

-
礎
と
、し
て
合
衆
國
內
ひ
各
都
市
に
凇
け
る
貨
幣
の
限
界
敫
用
を
測 

足
し
て
'ゐ
る
。

'

ン

'

f
 

.

,

•

 

'•

こ

の

様

な

知

識

を

前

挺

と

し

て

デ

リ

ッ

シ

ユ

は

物

價

水

準

の

長

期

比

較

叉

は

凋

際

比

較

を

行

ぅ

の
.で
'あ

る

が

、

こV

ま

で

の

推

論

で

叫 

題

と
な

る
’と

こ

ろ

は

、

-8
)

试
を
導
“

た
と
こ
ろ
に
，あ
る
'
:0
假
令
平
均
財
と
‘
.一！<
ぅ

も

の

を
^

へ
得
る
と
し
て
も
、
.
平

均

財

に

對

應

す

る

貨

幣 

ひ
限
界
效
用
と
財
に
關
ず
る
貨
幣
.
の
限
界
-效

用

は

全

く

均

等

で

は
^ '

く

、.
a;

財

が

そ

の

期

間

に

第

何

番

目
•に
_

入
’き
れ
る
財
で
あ
る
か
に 

よ

つ

て

、
そ
、の
乖

離
め
度

合
が

定
ま

る
。
實

際

に
|

:
を

計

薄

す

る

忙

際
^

1:
フ
从
ッ
.グ

ユ

が

生

活

必

薷

品

を
«?

財
，と

—

て

選

ん

士

の

は

、 

前

述

の

如

く

效

用

曲

線
•の
曲
率
一
定
と
ーK

ぅ
假
资
を
生
か
.す

た

め

で

あ

つ

た

。

け

れ
'^ '

も

本

稿

の

第

二

節

で

述

べ

た

と

こ

ろ

に
.よ

れ

ば

、 

‘

じ

必

需

品

で

も

、

い
か
な
る
財
を
出
財
と
し
‘
て

選

ぶ

か

に

よ

ヴ

て

、
平

均

財

の

限

振

效

用

と

の

乖

離

の

度

合

は

異

な

る

か

ら

、

の
値 

%•
•

常
然
異
な
る
哲
で
‘あ

る

。
•更
に
、
フ
リ
ッ
卜
ユ
の
方

.法

を

修
'正
し
て
使
用
‘す

る

ど

じ

て

も

、
財

の

效

用
I

線

の

曲

^

が
各
個
人
間
に
お 

い
て
，相

等
■し

、，
と

假

定

す

る

だ

け

で

な

く

，
貨

幣

の

效

用

曲

線

の

曲
£

も

個

人

差

が

な

い

と

武

ぅ

假

定

ガ

4
^

に
な
る
。
，か
く
し
て
問 

題
は
フ
リ
ッ
シ
ユ
の
方
法
よ
-り
も
一
，
層

進

歩

し

た

取

扱

，い
方
•を

要

す
§

」

と
に
な
り
、
，
彼
の
:
方
满
忙
よ
つ
，て
導
き
出
さ
れ
た
物
價
水
準
の
， 

.

J

比

較

及

び

隱

比

較

の

意

味

も

そ

れ

お

け

の

修
^

J

_

と

す

る

に

蕾

2

ら

ぅ

。

し
か
し
"

本
！
！

に

お

け

る

眼

界

生

產

カ

說

及
 

び
^

界

效

用

均

等

の

法

則

に

對

す

る

批

判

は
'

あ

く

ま

で

こ

れ

等

の

法

則

の

擴

充

を

意

圖

す

る

も

の

で

、
そ
れ
^ -
の
法
則
の
否
定
の
た
め 

の
，も

の

で

な

い

こ

と

を

附

言

し

て
^

く

。 

ぐ

-

•
 

'

 

.

隅
界

力—
說
K
お .
け
る

若
干
の

m
題

四

a

九
七)

、


